
う 292-3121　え 292-5400　お webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！

年末年始の業務案内について

○通常営業　●休業

　出生・婚姻・死亡などの戸籍の届出は、年末
年始でも役場日直が受付けています。

あ総務課　庶務担当　う内線212

・電池類は、燃やせないごみと分別して有害ご
みと表示して白色半透明袋に入れて出してく
ださい。

・スプレー缶（カセットボンベ等）は、必ず中
身を使い切り、穴をあけて「びん・かんの収
集日」に出してください。

　最近、川角リサイクルプラザの施設内で、ぼ
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や発煙が相次いでいます。
　ぼや
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が発生すると消火や安全確認のための作
業が必要となり、安定した処理に支障が出てし
まいます。
　施設を安定して稼働させるには、住民の皆さ
ん一人ひとりのご協力が必要です。引き続きご
みの分別にご協力くださるようお願いいたしま
す。

あ埼玉西部クリーンセンター（可燃）
　う 298-1600
あ川角リサイクルプラザ（不燃・資源）
　う 294-4115

○ごみの搬入受付について
　年末の最終受付は、30日（月）（午前８時30分
～午前11時45分、午後１時～午後４時30分）まで
※施設内では、収集車を優先します。
※資源になる紙、布は搬入できません。

○ごみ、資源の収集
　12月は地区ごとに臨時収集日を設けています。
お手持ちのごみ・資源収集カレンダーをご確認く
ださい。
※年末は収集ルートを変更する場合があります。

必ず朝8時30分までにごみを出してください。
収集後に出されたごみの再収集はしません。

○粗大ごみは戸別収集の電話受付
　年末は12月27日（金）まで。申し込みが集中す
るため、早めにご予約ください。

役場の年末年始の業務 ♦ごみや資源からのぼや急増中♦
～是非ともルールを守ってください～

埼玉西部クリーンセンターの
年末年始の業務

施 設 名 電話番号 12 月 １ 月
27日 ( 金 ) 28日 ( 土 ) 29日 ( 日 ) 30 日 ( 月) 31日 ( 火 ) １日 ( 水 ) ２日 ( 木 ) ３日 ( 金 ) ４日 ( 土 ) 5 日 ( 日 ) 6 日 ( 月 )

役　  場 292-3121 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
保健センター 292-5505 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

公  民  館 292-3121 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○
図  書  館 292-6116 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ●

うめその梅の駅 292-3100 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○
オーティック 292-6783 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

越生駅西口総合案内所 292-1451 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○
埼玉西部クリーンセンター 298-1600 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○
川角リサイクルプラザ 294-4115 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○

坂戸地区衛生組合 283-3561 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○
広域静苑組合越生斎場 292-5955 ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○
火葬の予約は年中無休です。受付：午前 8 時 30 分～午後 5 時
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町長室から 越生町長
新井　康之

　11月３日に産業祭が、３日と４日の両日文
化祭が中央公民館で行われました。両日とも
素晴らしい秋晴れに恵まれ、沢山の人で賑わ
いました。産業祭は多くの出店があり、長蛇
の列ができ越生の活力を感じました。
　また、同時に山並み連携ゼロカーボンシテ
ィ協議会が「越生環境フェア」を開催しました。
この中で、同協議会を構成する越生町、毛呂
山町、ときがわ町東秩父村の小学生が環境問
題をテーマに作成した、ポスターコンクール
の表彰式を行いました。最高賞の「会長賞」は、
越生小の島野琥士郎さんが受賞しました。
　特設ステージで「梅干し品評会」の表彰式
が行われ、町長賞は岩田一さんが受賞されま
した。
　文化祭は、どの作品も素晴らしく、皆さん
のレベルの高さを感じました。
　３日には、越生町文化功労賞の表彰式があ
り、４名の方が受賞されました。

　越生町は、明治 22年の町村制の施行と同
時に「町」として誕生して以来135周年を迎
えました。また旧越生町と梅園村が昭和 30
年２月に合併し現在の越生町が誕生し、70周
年になります。これを記念して11月２日、町
制施行135周年並びに合併 70周年の記念式
典を、中央公民館視聴覚ホールで挙行しまし
た。
　越生町の歴史を顧みますと、明治から令和
の激動の時代の中で、町民の皆さま一人ひと
りの努力の積み重ねにより、本町は発展して
きました。改めて感謝を申し上げます。また、
ぞれぞれのお立場で町政発展のために、献身
的な活動を続けてこられた皆さまに、表彰状
を贈呈いたしました。
　なお、大野元裕埼玉県知事、杉村慎治衆議
院議員等に式典へご臨席いただき、祝辞をい
ただきました。

　11月 6日、さいたま地方裁判所川越支部において、平物産（株）に対する裁判についての判
決が言い渡されました。
　内容は、「被告は、原告に対し、（橋戸川敷地内に存在する）建物、ヒューム管、単管パイプ
及び波形塩化ビニル製壁を収去し、土地を明け渡せ。」というもので、町の請求を全面的に認め
る内容でした。
すなわち町の全面勝訴です。
　この問題は町が所有する普通河川橋戸川の一部を、相手側が町長の許可を得ることなく占有
していることによるものです。過去 40年以上も解決を先送りされてきましたが、私は、この問
題を法的に解決させるため、昨年７月に裁判を提起しました。
　今後は、被告による控訴提起の有無を注視し、その状況に応じて適切な対応を検討してまい
ります。（11月８日記）

ポスターコンクールで受賞された皆さん記念式典で式辞を述べました。

町制施行135 周年・合併 70 周年記
念式典　大野県知事出席

秋晴れの下越生町産業祭・文化祭等開催

平物産訴訟の判決　町が全面勝訴
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